
２
０
２
４
年
度
新
入
会
員

歓
迎
昼
食
会
を
開
催
し
ま
し
た

１
月
24
日
、
東
天
紅
上
野
本
店
に
て

新
入
会
員
８
名
、
理
事
（
事
務
局
長
を

含
め
）
６
名
の
参
加
を
得
て
、
第
３
回

と
な
る
歓
迎
昼
食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

西
山
支
部
長
よ
り
関
東
支
部
活
動
全

般
、
お
よ
び
今
回
の
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
年
会
費

再
登
録
の
状
況
が
説
明
さ
れ
、
支
部
主

催
の
作
品
展
、
忘
年
懇
親
会
や
Ｊ
Ｔ
Ｂ

グ
ル
ー
プ
応
援
運
動
、
ま
た
各
倶
楽
部

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
行
事
や
ゴ
ル
フ
へ
の

積
極
的
な
参
加
が
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
自
緊
張
感
あ
る
ス
タ
ー
ト
で
し
た

が
、
自
己
紹
介
で
お
互
い
の
経
歴
を
知

る
に
つ
れ
、
少
な
か
ら
ず
の
繋
が
り
が

話
の
糸
口
に
な
り
、
次
第
に
和
や
か
な

雰
囲
気
に
。
ま
た
会
食
が
始
ま
る
と
軽

く
ア
ル
コ
ー
ル
も
入
り
自
由
闊
達
に
話

が
弾
み
、
相
互
に
理
解
と
親
睦
が
深
ま

り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
）

○
高た

か

井い　

晴は
る

彦ひ
こ

さ
ん
（
湘
南
）

○
髙た

か

橋は
し　

耕こ
う

二じ

さ
ん
（
湘
南
）

○
今い

ま

井い　

敏と
し

行ゆ
き

さ
ん
（
武
蔵
野
）

○
清し

水み
ず　

利と
し

明あ
き

さ
ん
（
東
京
２
３
）

○
木き

の

下し
た　
　

恵め
ぐ
み

さ
ん
（
さ
き
た
ま
）

○
金か

ね

子こ

美み

緒お

子こ

さ
ん
（
さ
き
た
ま
）

〇
川か

わ

口ぐ
ち　

大た
い

景け
い

さ
ん
（
京
葉
）

○
前ま

え

原は
ら　

睦む
つ

子こ

さ
ん
（
京
葉
）

な
お
、
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
の
顔
写

真
は
関
東
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
会
員

の
広
場
」
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

︵
所
属
倶
楽
部
名
・
年
齢
要
︶

多
摩
の
桜
を
楽
し
む

　

多
摩
市
は
連
な
る
丘
陵
の
シ
ル
エ
ッ

ト
が
美
し
い
エ
リ
ア
で
、
万
葉
集
に
も

『
多
摩
よ
こ
や
ま
の
道
』
と
し
て
登
場

し
ま
す
。
乞こ

っ

田た

川が
わ

両
岸
３
㎞
に
わ
た
る

５
０
０
本
の
桜
、
桜
ヶ
丘
公
園
の
優
雅

な
桜
（
特
に
山
頂
の
旧
多
摩
聖
蹟
記
念

館
か
ら
の
桜
は
見
事
）
な
ど
見
ど
こ
ろ

に
事
欠
き
ま
せ
ん
。
帰
路
は
さ
く
ら
通

り
の
桜
並
木
を
通
り
ま
す
。
ゆ
る
ゆ
る

と
春
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

期
日　

３
月
28
日
㈮

集
合　

�
小
田
急
・
京
王
多
摩
セ
ン
タ
ー

駅
中
央
改
札　

10
時

行
程　

�

多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
🚶
乞
田
川
散

策
路
🚶
桜
ヶ
丘
公
園
🚶
旧
多
摩

聖
蹟
記
念
館
🚶
（
昼
食
）
🚶
さ

く
ら
通
り
🚶
聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅

　
　

＊�

訪
問
順
等
詳
細
は
後
日
決
定

会
費　

�

４
５
０
０
円
（
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ

ド
・
昼
食
・
保
険
込
）

締
切　

３
月
20
日
㈭

主
催　

武
蔵
野
倶
楽
部

担
当　

小
川　

元

�

☎
０
９
０
（
２
４
８
５
）
９
４
６
９

『
我
が
街
紹
介
・
花
シ
リ
ー
ズ
』

�

板
橋
二に

輪り
ん

草そ
う
と
赤
塚
城
址
・
高
島
平

　

高
島
秋し

ゅ
う

帆は
ん

が
西
洋
砲
術
訓
練
を
し
た

徳
丸
原
は
、
高
島
平
と
名
付
け
ら
れ
、

後
に
高
島
平
団
地
に
。
都
内
最
大
の
二

輪
草
自
生
地
が
赤
塚
公
園
の
武
蔵
野
台

地
崖が

い

線せ
ん

沿
い
２
０
０
ｍ
に
わ
た
っ
て
続

き
、
こ
の
時
期
白
い
花
が
咲
き
誇
り
ま

す
。
午
後
は
赤
塚
城
址
周
辺
を
散
策
し

ま
す
。
昼
食
は
付
近
の
そ
ば
店
を
予
定
。

期
日　

４
月
４
日
㈮

集
合　

�

都
営
地
下
鉄
三
田
線
高
島
平
駅

東
口
改
札　

10
時

行
程　

�

高
島
平
駅
🚶
赤
塚
公
園
🚶
二
輪

草
自
生
地
🚶
赤
塚
城
址
🚶
（
昼

食
）
🚶
東
京
大
仏
浄
蓮
寺
🚶
赤

塚
植
物
園
🚶
松
月
院
🚶
地
下
鉄

赤
塚
駅
🚶
東
上
線
下
赤
塚
駅

定
員　

25
名

会
費　

�

３
０
０
０
円
（
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ

ド
・
昼
食
・
保
険
込
）

締
切　

３
月
25
日
㈫

主
催　

東
京
２
３
倶
楽
部

担
当　

杉
田　

成
次

�

☎
０
９
０
（
５
８
０
７
）
６
２
２
０

北
関
東
倶
楽
部
通
常
総
会
・
親
睦
会

　
「
２
０
２
４
年
度
事
業
報
告
・
決
算

報
告
」
お
よ
び
「
２
０
２
５
年
度
事
業

計
画
・
予
算
案
」
に
つ
い
て
審
議
し
、

総
会
終
了
後
に
親
睦
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

４
月
７
日
㈪　

12
時
開
会

会
場　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
高
崎

会
費　

７
０
０
０
円（
親
睦
会
飲
み
物
込
）

締
切　

３
月
28
日
㈮

主
催　

北
関
東
倶
楽
部

担
当　

落
合　

守
夫

�
☎
０
９
０
（
２
６
４
３
）
５
７
５
６

＊
他
倶
楽
部
の
方
で
親
睦
会
に
ご
参
加

の
方
は
、
落
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

清
水
公
園
つ
つ
じ
鑑
賞
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　

常
磐
倶
楽
部
、
春
恒
例
の
親
睦
行
事

で
す
。
新
緑
と
満
開
の
つ
つ
じ
を
鑑
賞

し
な
が
ら
の
屋
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
昔

の
仲
間
と
食
べ
て
語
っ
て
、
楽
し
い
時

間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

４
月
25
日
㈮　

11
時
30
分
開
宴

集
合　

�

東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン

清
水
公
園
駅　

11
時

会
場　

�

清
水
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会
場

清
水
公
園
駅
か
ら
徒
歩
10
分

定
員　

40
名

会
費　

�

３
５
０
０
円（
入
園
料
・
食
事
・

飲
み
物
・
保
険
込
）

締
切　

４
月
15
日
㈫

主
催　

常
磐
倶
楽
部

担
当　

倉
持　

忠
彦

久
慈
川
畔
の
お
花
畑
で

�

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

　

春
の
日
差
し
を
浴
び
な
が
ら
「
道
の

駅
常
陸
大
宮
・
か
わ
プ
ラ
ザ
」
に
あ
る

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
で
開
催
し
ま
す
。

　

目
の
前
に
久
慈
川
の
河
川
敷
が
広
が

り
、
春
の
花
々
が
い
っ
ぱ
い
…
１
年
ぶ

り
に
皆
で
野
外
料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
屋
根
付
施
設
で
雨
天
で
も
実
施
！

期
日　

�

４
月
28
日
㈪　

10
時
30
分
～
13
時

集
合　

�

現
地
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場

　
　
　

�

10
時
30
分
（
Ｊ
Ｒ
常
陸
大
宮
駅

か
ら
タ
ク
シ
ー
で
10
分
、
約
２

０
０
０
円
／
各
自
負
担
）

定
員　

30
名

会
費　

�

３
０
０
０
円（
食
材
・
飲
み
物
・

保
険
込
）

締
切　

４
月
19
日
㈯

取
消　

前
日
～　

１
０
０
０
円

主
催　

と
き
わ
路
倶
楽
部

担
当　

池
田　

勇

　

☎
０
９
０
（
２
６
７
０
）
９
６
６
３

JTBグループ OB・OG会
関 東 支 部

〒110-0005 東京都台東区上野1-10-12  商工中金・第一生命上野ビル7階
電話 03-6284-4875  FAX 03-6284-4876
関東支部ホームページアドレス　https://jtbob.com/kanto_hp/wp/ 発行：BOB会関東支部

2025年

第393号
（令和7年）



倶
楽
部
だ
よ
り

武
蔵
野
倶
楽
部

秋
色
に
染
ま
る
秋
川
渓
谷
と

五
日
市
ほ
う
と
う
を
楽
し
む
（
報
告
）

　
『
い
つ
か
い
ち
ど
は
来
た
い
と
思
っ

た　

見
て
も
見
あ
き
ぬ
あ
き
川
に
』
と
、

言
語
学
者
金
田
一
春
彦
先
生
が
詠
ん
だ

秋
川
渓
谷
は
、
11
月
21
日
、
錦
繍
の
衣

で
私
達
11
名
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
地
名
あ
き
る
野
の
由
来
と
言

わ
れ
る
阿
伎
留
神
社
を
詣
で
て
広
徳
寺

へ
。
山
門
脇
の
大
イ
チ
ョ
ウ
は
正
に
見

頃
で
、
陽
の
光
を
浴
び
て
黄
金
色
に
輝

く
様
は
圧
巻
で
し
た
。
本
堂
裏
手
に
は

タ
ラ
ヨ
ウ
の
大
樹
が
あ
り
、
葉
の
裏
に

楊
枝
な
ど
で
文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
が
『
葉
書
』
の
原
型
と
の
こ
と
。

今
で
も
切
手
を
貼
れ
ば
届
く
よ
う
で
す
。

　

お
楽
し
み
の
昼
食
は
、
名
店
「
佐
五

兵
衛
」。
料
理
・
サ
ー
ビ
ス
共
に
折
り

紙
付
き
で
、
料
理
の
締
め
に
は
武
田
信

玄
ゆ
か
り
の
『
ほ
う
と
う
鍋
』
と
地
酒

『
喜
正
』
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

食
後
は
五
日
市
郷
土
館
や
五
日
市
憲

法
碑
を
訪
れ
て
、
武
蔵
五
日
市
駅
に
て

解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
の
様
子
を
『
漫
遊
フ
ォ

ト
日
記
』
に
ま
と
め
、
関
東
支
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
笑

覧
く
だ
さ
い
。�

（
山
田　

記
）

常

磐

倶

楽

部

い
つ
も
と
違
う
秋
の
笠
間
を
訪
ね
て
！

（
報
告
）

11
月
22
日
、
天
気
に
恵
ま
れ
、
我
孫

子
駅
に
21
名
（
他
倶
楽
部
３
名
）
が
集

ま
り
、
バ
ス
で
笠
間
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
稲
田
み
か
げ
石
の
採
掘
現

場
に
現
れ
た
、
地
図
に
な
い
石
切
山
脈

の
湖
へ
。
湖
に
空
の
青
と
み
か
げ
石
の

白
が
映
り
綺
麗
で
し
た
。
石
切
山
脈
で

話
題
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
を
食
べ
て
い
る
人

も
い
ま
し
た
。

次
に
、
す
ぐ
近
く
に
あ
る
島
根
の
出

雲
大
社
よ
り
分
霊
し
た
常
陸
国
出
雲
大

社
へ
。
大
注
連
縄
に
圧
倒
さ
れ
る
拝
殿

で
、
出
雲
式
の
参
拝
を
し
ま
し
た
。
敷

地
内
の
食
事
処
で
常
陸
秋
そ
ば
セ
ッ
ト

の
昼
食
を
済
ま
せ
、
最
後
の
訪
問
地
へ
。

日
動
美
術
館
分
館
の
春
風
萬
里
荘
で

説
明
を
聞
き
、
館
内
の
枯
山
水
の
お
庭

を
鑑
賞
。
北
大
路
魯
山
人
が
住
ん
で
い

た
昔
に
思
い
を
馳
せ
、
帰
路
へ
。
途
中
、

笠
間
道
の
駅
に
て
お
土
産
を
求
め
、
柏

駅
へ
。
今
回
は
、
笠
間
の
新
名
所
を
ゆ

っ
く
り
と
巡
り
ま
し
た
。�（
井
上　

記
）

に
い
が
た
倶
楽
部

忘
年
懇
親
会
（
報
告
）

12
月
７
日
、
毎
年
恒
例
の
忘
年
懇
親

会
を
新
潟
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
、
22

名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し

た
。
全
員
で
の
記
念
撮
影
の
後
、
小
林

代
表
の
開
会
挨
拶
、
熊
谷
伸
一
さ
ん
の

乾
杯
の
発
声
で
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。

円
卓
に
５
名
か
ら
６
名
ず
つ
着
席
し
、

美
味
し
い
料
理
と
ワ
イ
ン
、
新
潟
の
地

酒
な
ど
を
満
喫
し
ま
し
た
。
会
が
進
む

に
つ
れ
て
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
席
を
移

り
な
が
ら
懐
か
し
い
仲
間
と
の
思
い
出

話
や
最
近
の
話
題
な
ど
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
賑
や
か
で
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

閉
会
時
間
を
忘
れ
る
程
に
大
盛
況
だ

っ
た
会
も
、
布
川
英
朗
さ
ん
の
締
め
の

挨
拶
で
閉
会
と
な
り
、「
旅
の
絵
ご
よ

み
」
を
お
土
産
に
、
来
年
５
月
の
総
会

で
再
会
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
散
会
し

ま
し
た
。�

（
高
橋　

記
）

な
ん
た
い
倶
楽
部

な
ん
た
い
倶
楽
部
10
周
年
記
念

�

忘
年
懇
親
会
（
報
告
）

12
月
７
日
、
な
ん
た
い
倶
楽
部
発
足

10
周
年
記
念
会
お
よ
び
忘
年
会
を
、
宇

都
宮
市
中
心
部
の
ホ
テ
ル
丸
治
に
て
開

催
し
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ホ
テ

ル
の
屋
上
か
ら
は
な
ん
た
い
倶
楽
部
命

名
の
由
来
で
あ
る
日
光
の
名
峰
男
体
山

春風萬里荘の中庭にて

参
加
者
募
集
一
覧�

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

＊
印
の
詳
細
は
１
月
号
に
掲
載
。

実
施
日

内

容

主　

催

３
月

11
日
㈫
＊『
街
歩
き
シ
リ
ー
ズ
』ゆ
っ
く
り
歩
く
中
山
道（
そ
の
弐
）
東
京
２
３

27
日
㈭
＊
懐
か
し
の
前
橋
を
巡
る
日
帰
り
旅

北
関
東

27
日
㈭
＊
武
蔵
の
国
一
宮
氷
川
の
杜
「
観
桜
会
」

さ
き
た
ま

28
日
㈮
多
摩
の
桜
を
楽
し
む

武
蔵
野

４
月

４
日
㈮
板
橋
二
輪
草
と
赤
塚
城
址
・
高
島
平

東
京
２
３

７
日
㈪
北
関
東
倶
楽
部
通
常
総
会
・
親
睦
会

北
関
東

25
日
㈮
清
水
公
園
つ
つ
じ
鑑
賞
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

常　

磐

28
日
㈪
久
慈
川
畔
の
お
花
畑
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

と
き
わ
路

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
募
集
一
覧�

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
の
各
倶
楽
部
主
催
ゴ
ル
フ（
募
集
）参
照
。

開
催
日

コ
ン
ペ
名

場　

所

主　

催

３
月

19
日
㈬
第
１
５
９
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ

鹿
沼
Ｃ
Ｃ

な
ん
た
い

26
日
㈬
第
87
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

霞
台
Ｃ
Ｃ
筑
波
コ
ー
ス

常　

磐

28
日
㈮
第
１
０
７
回
ゴ
ル
フ
会

相
模
湖
Ｃ
Ｃ

湘　

南

31
日
㈪
第
99
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
桜
花
杯

多
古
Ｃ
Ｃ

京　

葉

４
月

11
日
㈮
第
１
３
７
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

茨
城
ロ
イ
ヤ
ル
Ｃ
Ｃ

と
き
わ
路

16
日
㈬
第
１
６
０
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ

東
雲
Ｇ
Ｃ

な
ん
た
い

◎�

１
月
号
で
、
と
き
わ
路
倶
楽
部
主
催
の
３
月
14
日
「
第
１
３
６
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
の
場
所
を

Ｇ
Ｃ
セ
ブ
ン
レ
イ
ク
ス
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
扶
桑
Ｃ
Ｃ
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

第393号� （2）



を
望
む
こ
と
が
で
き
、
そ
の
雄
姿
を
バ

ッ
ク
に
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

西
山
支
部
長
は
じ
め
、
他
倶
楽
部
の

方
々
15
名
、
な
ん
た
い
倶
楽
32
名
、
合

計
47
名
も
の
大
勢
の
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
が
一
同
に

揃
い
、
皆
様
の
元
気
な
お
顔
に
出
会
え
、

各
テ
ー
ブ
ル
と
も
い
ろ
い
ろ
な
話
題
で

話
も
笑
顔
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

�

（
船
山　

記
）

北
関
東
倶
楽
部

忘
年
懇
親
会
（
報
告
）

　

12
月
２
日
、
群
馬
県
谷
川
温
泉
「
金

盛
館
せ
ゝ
ら
ぎ
」
に
20
名
が
集
い
、
忘

年
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

真
っ
青
な
空
に
雪
が
降
り
、
輝
い
て

い
た
谷
川
岳
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
堪

能
し
ま
し
た
。
源
泉
か
け
流
し
の
湯
に

浸
か
り
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
懐
か
し

い
、
昔
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。

　

次
回
は
未
定
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の

参
加
を
い
た
だ
き
、
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。�

（
落
合　

記
）

東
京
２
３
倶
楽
部

『
史
跡
巡
り
シ
リ
ー
ズ
』

�

多
摩
川
七
福
神
巡
り
（
報
告
）

　

新
春
１
月
７
日
、
東
急
多
摩
川
線
武

蔵
新
田
駅
に
16
名
が
参
集
、
当
倶
楽
部

恒
例
の
七
福
神
巡
り
を
催
行
し
ま
し
た
。

　

線
路
際
の
２
個
所
、
矢
口
中
稲
荷
神

社
（
福
禄
寿
）
と
頓と

ん

兵べ

衛え

地
蔵
（
布
袋

尊
）
を
先
に
お
参
り
し
た
後
、
今
回
の

中
心
で
あ
る
新
田
神
社
（
恵
比
寿
）
を

参
拝
。
神
社
は
南
北
朝
時
代
の
武
将
で
、

矢や
ぐ
ち
の口
渡わ

た
し

で
謀
殺
さ
れ
た
新
田
義よ

し

興お
き

を
祀

る
た
め
に
建
立
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ

て
お
り
、
こ
の
日
も
数
組
の
七
福
神
巡

り
の
グ
ル
ー
プ
に
出
会
い
ま
し
た
。
続

い
て
、
義
興
の
10
人
の
従
者
を
祀
っ
た

十と

寄よ
せ

神
社
（
毘
沙
門
天
）
を
過
ぎ
、
矢

口
渡
の
碑
が
あ
る
東
八
幡
神
社
（
弁
財

天
）
の
後
は
神
社
向
か
い
の
土
手
を
歩

き
多
摩
川
を
遠
望
。
こ
こ
か
ら
は
出
発

点
へ
の
戻
り
道
を
延
命
寺
（
寿
老
人
）、

最
後
に
新
田
神
社
近
く
の
素す

戔さ
の
う
の嗚
尊み

こ
と

を

祭
神
と
す
る
氷
川
神
社
（
大
黒
天
）
を

参
拝
し
、
今
年
も
無
事
に
七
福
神
巡
り

を
終
了
。
駅
近
く
の
中
華
料
理
店
で
昼

食
後
解
散
し
ま
し
た
。�

（
杉
田　

記
）

さ
き
た
ま
倶
楽
部

新
年
の
集
い
（
報
告
）

　

１
月
16
日
、
前
年
と
同
様
結
婚
式
場

ス
テ
ラ
・
デ
ル
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
に
て
、

66
名
（
他
倶
楽
部
10
名
）
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

松
井
進
行
役
の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、

野
口
世
話
人
代
表
の
挨
拶
、
続
い
て
来

賓
の
黒
崎
Ｊ
Ｔ
Ｂ
埼
玉
支
店
長
、
西
山

関
東
支
部
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

石
川
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
長
の
乾
杯
の
ご
発
声
で

開
宴
。
今
年
も
皆
様
に
ゆ
っ
く
り
懇
親

を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
着
席
ビ
ュ

ッ
フ
ェ
に
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
歓
談

の
後
、
他
倶
楽
部
の
参
加
者
と
新
年
の

集
い
初
参
加
者
３
名
を
ご
紹
介
し
、
各

人
よ
り
一
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
は
、
１
等

２
名
、
２
等
３
名
、
３
等
７
名
の
計
12

本
。「
初
め
て
当
た
っ
た
」
「
今
年
も

ハ
ズ
レ
た
」
な
ど
一
喜
一
憂
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
、合
唱
で
は「
ふ
る
さ
と
」

「
好
き
に
な
っ
た
人
」
で
歌
声
を
合
わ

せ
、
集
い
の
輪
を
繋
ぐ
ソ
フ
ト
ム
ー
ド

に
…
。
旧
知
の
人
々
と
の
再
会
を
誓
い
、

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。�（
井
上　

記
）

京

葉

倶

楽

部

新
年
会
（
報
告
）

　

１
月
17
日
、
船
橋
界
隈
で
は
有
名
な

中
華
料
理
店
「
東
魁
楼
」
に
て
開
催
。

昨
年
の
会
場
か
ら
変
更
し
た
の
で
集
客

が
心
配
だ
っ
た
が
、
予
想
を
超
え
る
50

名
（
他
倶
楽
部
６
名
）
と
な
っ
た
。

　

料
理
と
お
酒
（
皆
さ
ん
健
康
を
考
慮

し
て
セ
ー
ブ
気
味
？
）
と
懐
か
し
い
人

と
の
語
ら
い
に
各
テ
ー
ブ
ル
と
も
賑
や

か
だ
っ
た
が
、
最
大
の
盛
り
上
が
り
は
、

元
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
な
ら
で
は
の
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
。
配
ら
れ
た
白
紙
の
ビ
ン
ゴ
用
紙

に
各
人
で
、
１
回
戦
は
都
道
府
県
名
、

２
回
戦
は
温
泉
地
名
を
ラ
ン
ダ
ム
に
書

い
て
も
ら
い
、
司
会
者
の
読
み
上
げ
る

も
の
に
丸
印
を
付
け
る
。
現
役
当
時
は

日
本
全
国
の
温
泉
地
に
係
わ
っ
た
も
の

な
の
に
、
す
ぐ
に
は
思
い
出
せ
ず
用
紙

記
入
に
手
間
取
っ
た
。
し
か
し
本
番
に

な
る
と
「
リ
ー
チ
」「
ビ
ン
ゴ
」
と
大

い
に
沸
き
、
笑
い
合
っ
た
。

　

料
理
と
お
酒
と
頭
の
体
操
で
、
初
め

て
の
参
加
者
は
も
ち
ろ
ん
、
皆
さ
ん
が

楽
し
ま
れ
た
よ
う
だ
。
お
土
産
と
「
旅

の
絵
ご
よ
み
」
を
手
に
散
会
し
た
。

�

（
多
々
良　

記
）

と
き
わ
路
倶
楽
部

忘
年
懇
親
会
（
報
告
）

　

12
月
10
日
、
水
戸
の
み
ま
つ
ホ
テ
ル

に
て
、
17
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

会
員
は
も
ち
ろ
ん
、
他
倶
楽
部
の
皆
さ

ん
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
１
年
ぶ
り
の

再
会
に
感
激
し
ま
し
た
。

　

寺
門
代
表
挨
拶
の
後
、
一
人
一
言
の

近
況
報
告
…
着
席
ベ
ー
ス
の
お
食
事
と

楽
し
い
語
ら
い
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
今

回
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
「
津
軽

三
味
線
」
の
生
演
奏
も
入
り
、
唄
と
演

奏
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
少
人
数
で

し
た
が
愉
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

次
回
の
再
会
を
約
束
し
、
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。�

（
池
田　

記
）

新田神社にて
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同
好
会
だ
よ
り

テ
ニ
ス
同
好
会

第
16
回
お
花
見
会
（
募
集
）

　

な
ん
た
い
倶
楽
部
と
の
共
催
で
、
定

例
の
定
期
練
習
後
の
お
花
見
親
睦
会
を

開
催
し
ま
す
。
青
空
の
下
、
満
開
の
桜

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
日　

３
月
28
日
㈮

集
合　

�

清
原
庭
球
場　

９
時
（
清
原
庭

球
場
へ
は
宇
都
宮
駅
か
ら
Ｌ
Ｒ

Ｔ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

場
所　

�

清
原
工
業
団
地
３
号
緑
地
（
庭

球
場
よ
り
徒
歩
に
て
移
動
）

会
費　

１
０
０
０
円
（
当
日
集
金
）

締
切　

３
月
21
日
㈮

担
当　

宮
本　

勲

皐
月
会
（
俳
句
）

12
月
・
１
月
の
互
選
句

　

当
季
雑
詠　

○
印
12
月　

◇
印
１
月

○
年
の
瀬
や

　
　

患
者
あ
ふ
る
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

◇
客
を
呼
ぶ
声
朗
々
と
年
の
暮

�

大
庭　

英
雄

○
朝
が
来
て
白
一
色
の
ク
リ
ス
マ
ス

◇
山
茶
花
の
尚
鮮
や
か
に
石
畳

�

田
中　

君
子

○
い
ち
押
し
の
ま
ね
き
看
板
冬
の
京

◇
初
仕
事
ま
ず
は
ル
ー
ペ
を
探
し
を
り

�

森
木　

茂
子

○
ポ
イ
ン
セ
チ
ア

　
　

躊
躇
す
る
こ
と
な
く
真
っ
赤

◇
半
衿
を
う
す
む
ら
さ
き
に
初
鏡

�

高
宮　

澄
子

○
鷭ば

ん

の
水み

脈お

白
く
樹
影
を
崩
し
け
り

◇
寒
稽
古
畳
鳴
り
け
り
背
負
い
投
げ

�

安
田　
　

彰

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

12
月
・
１
月
の
互
選
句

12
月
の
題
は
「
川
・
河
」（
○
印
）

１
月
の
題
は
「
気
」　 　
（
◇
印
）

○
雄
大
な
大
河
辿
れ
ば
石
清
水

◇
方
言
が
暗
い
空
気
を
和
ら
げ
る

�

手
塚　
　

実

○
水
害
も
肥
沃
の
幸
も
知
る
川
辺

◇
ひ
と
月
の
暦
活
気
で
満
た
し
た
い

�

竹
田　

圭
子

○
タ
ワ
マ
ン
に
花
火
が
映
え
る
隅
田
川

◇
不
可
解
な
人
気
で
勝
利
ト
ラ
ン
プ
氏

�

丸
木　

正
登

○
逆
ら
わ
ず
川
の
流
れ
に
添
っ
て
生
き

◇
文
明
の
開
化
空
気
を
汚
染
す
る

�

長
谷
川
政
榮

○
銀
鱗
が
川
面
を
埋
め
る
鮭
遡
上

◇
空
気
読
み
早
く
身
に
付
け
出
世
道

�
横
山　

信
之

○
橋
わ
た
る
流
れ
を
見
つ
つ
気
を
休
め

◇
気
を
入
れ
て
磨
け
ば
虫
歯
ひ
と
つ
無
く

�

荒
井　

春
雄

�

（
手
塚　

記
）

会
員
だ
よ
り

登
山
と
腰
痛

�

に
い
が
た　

小
林　

博

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
退
職
後
、
日
光
の
自
然
博
物

館
に
在
任
中
、
解
説
員
か
ら
誘
わ
れ
て

奥
日
光
の
半
月
山
に
登
山
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
が
良
く
、

ア
カ
ヤ
シ
オ
の
花
が
見
頃
の
５
月
で
し

た
。
中
禅
寺
湖
か
ら
半
月
峠
を
経
由
し

半
月
山
へ
の
４
時
間
コ
ー
ス
。
展
望
台

か
ら
は
中
禅
寺
湖
や
男
体
山
が
一
望
、

奥
に
は
戦
場
ヶ
原
や
白
根
山
が
望
め
る

な
ど
大
パ
ノ
ラ
マ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
を
き
っ
か
け
に
在
任
中
の

４
年
間
に
、
関
東
以
北
で
最
も
高
い
白

根
山
を
は
じ
め
、
山
岳
信
仰
の
男
体
山

や
太
郎
山
、
女に

ょ

峰ほ
う

山さ
ん

な
ど
２
０
０
０
ｍ

を
超
え
る
日
光
連
山
を
登
頂
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
退
職
し
て
地
元
新
潟
に
戻

り
４
カ
月
経
っ
た
頃
に
、
突
然
足
腰
に

痛
み
と
痺
れ
が
起
こ
り
、
一
時
は
50
ｍ

も
歩
け
な
い
状
態
で
し
た
。
い
く
つ
か

整
形
外
科
や
整
骨
院
に
通
院
し
、
ブ
ロ

ッ
ク
注
射
や
鍼
治
療
も
受
け
ま
し
た
が

改
善
な
し
。
あ
る
日
、
友
人
か
ら
新
潟

脊
椎
外
科
セ
ン
タ
ー
が
脊
椎
脊
髄
の
専

門
分
野
と
伺
い
、
半
年
待
ち
の
受
診
・

検
査
。
結
果
は
腰よ

う

部ぶ

脊せ
き

柱ち
ゅ
う

管か
ん

狭き
ょ
う

窄さ
く

症し
ょ
う

と

診
断
さ
れ
、
少
し
で
も
早
い
回
復
を
願

い
内
視
鏡
手
術
を
選
択
し
ま
し
た
。
手

術
後
は
痛
み
も
痺
れ
も
な
く
、
今
は
普

通
の
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

病
気
に
な
っ
て
健
康
の
あ
り
が
た
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。
今
後
は
自
己
管
理

に
努
め
て
、
日
々
健
康
な
生
活
を
過
ご

し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

新

入

会

員

を

ご

紹

介

し

ま

す

〈
12
月
〉

品
川
区�

寺
島　

敏
美
さ
ん

（
東
京
２
３
倶
楽
部
）

〈
１
月
〉

港
区�

田
村　

智
昭
さ
ん

（
東
京
２
３
倶
楽
部
）

前
橋
市�

野
村　

初
子
さ
ん

（
北
関
東
倶
楽
部
）

Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
応
援
運
動

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

　

11
月
・
12
月
実
績
に
つ
き
ま
し
て
は
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
シ
ス
テ
ム
不
具
合
に
よ
り
、

デ
ー
タ
が
取
れ
な
い
状
況
で
す
。
も
う

し
ば
ら
く
、
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

訃

報

加
藤　

喜
一
さ
ん　
（
93
歳
）

�

令
和
５
年
８
月
３
日

高
橋　

利
男
さ
ん　
（
76
歳
）

�

令
和
６
年
10
月
24
日

柴
田　

悟
郎
さ
ん　
（
95
歳
）

�

令
和
６
年
12
月
３
日

吉
井　

敏
男
さ
ん　
（
75
歳
）

�

令
和
６
年
12
月
５
日

高
田　

龍
雄
さ
ん　
（
95
歳
）

�

令
和
６
年
12
月
９
日

山
場　

利
雄
さ
ん　
（
82
歳
）

�

令
和
６
年
12
月
15
日

森
本
喜
美
子
さ
ん　
（
80
歳
）

�

令
和
６
年
12
月
22
日

矢
島　
　

豊
さ
ん　
（
82
歳
）

�

令
和
６
年
12
月
23
日

佐
々
木
正
人
さ
ん　
（
85
歳
）

�

令
和
６
年
12
月
27
日

植
田　

理
彦
さ
ん　
（
99
歳
）

�

令
和
７
年
１
月
８
日

大
草　
　

栄
さ
ん　
（
93
歳
）

�

令
和
７
年
１
月
12
日

伊
東　

一
之
さ
ん　
（
88
歳
）

�

令
和
７
年
２
月
３
日

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

 

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局

�

人
事
異
動
に
際
し
て
の
ご
挨
拶

〈
退
任
〉
事
務
局
長
…
矢
澤　

雅
弘
さ
ん

　

２
０
２
２
年
４
月
に
着
任
、
同
６
月

に
事
務
局
長
に
就
任
し
、
皆
様
の
お
力

添
え
に
よ
り
こ
こ
ま
で
何
と
か
務
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

事
務
局
長
就
任
の
前
日
の
理
事
会
で
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
よ
り
旅
行
割
引
の
一
部
廃
止
の

通
達
が
あ
り
、
ま
さ
か
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
新

た
な
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
活
動
の
展
開
に
向
け
て
、

取
り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
皆
様

の
期
待
に
お
応
え
で
き
ず
に
い
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
活
動
が
、
ま
す
ま
す
盛

ん
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
退
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊

〈
新
任
〉
事
務
局
長
…
杉
崎　

寿
一
さ
ん

　

こ
の
度
、
事
務
局
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
身
に
余
る
重
責
で
、
不
安
し

か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

発
展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
、
会
員

の
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
努
力

い
た
す
所
存
で
す
。

　

不
慣
れ
で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

場
面
が
多
々
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、

何
と
ぞ
前
任
者
同
様
、
引
き
続
き
温
か

い
ご
支
援
と
、
事
務
局
業
務
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
新
任
〉
事
務
局
員
…
…
泉　

正
之
さ
ん

　

12
月
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
今
ま

で
培
っ
た
こ
と
を
活
か
し
、
楽
し
く
業

務
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
の
経
歴
を
申
し
ま
す
と
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｔ

Ｌ
店
舗
、
旅
の
予
約
セ
ン
タ
ー
、
Ｇ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

御
徒
町
は
、
天
王
洲
ア
イ
ル
と
違
い

食
事
処
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
ラ
ン

チ
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
泉
さ
ん
の
前
任
、
岡
村
好
子
さ
ん
は
、

昨
年
11
月
末
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
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